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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第５期

第３四半期連結
累計期間

第６期
第３四半期連結
累計期間

第５期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 3,721,804 3,521,769 5,222,938

経常利益又は経常損失(△) (千円) 30,075 △38,932 17,607

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) 15,143 △47,429 20,594

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 10,232 △46,962 123,014

純資産額 (千円) 827,664 811,461 858,497

総資産額 (千円) 5,990,311 5,824,934 6,011,293

１株当たり四半期
(当期)純利益金額又は
１株当たり四半期
純損失金額(△)

(円) 1.26 △3.93 1.71

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 13.3 13.5 13.8

　

回次
第５期

第３四半期連結
会計期間

第６期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期
純損失金額(△)

(円) △0.42 △2.17

（注）１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

　　　　　載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第５期第３四半期連結累計期間及び第５期における潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載していません。第６期第３四半期連結累計期間における潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しない

ため記載していません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について、重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を背景に一部に景気

の緩やかな回復傾向が見られ、さらに政権交代に伴う景気浮揚策への期待から円安、株高が進み、景気

回復の期待が高まりつつあります。しかし、欧州の財政危機や新興国経済の減速などにより、依然とし

て先行き不透明な状況で推移いたしました。このため景気の先行き不安から個人消費は低迷しており、

市場環境は厳しい状況が続いております。

　当社グループを取り巻く環境につきましても、民間設備投資及び公共投資関連が低迷している状況

で、需要が弱く企業間競争が厳しさを増してまいりました。このため、適正な販売価格を維持すること

が困難になるなど厳しい環境下にありました。

　このような状況の中で、当社グループは調達コストの低減に加え、製造原価の低減や合理化施策など

に努めてまいりました。しかし、需要が低迷している中で価格競争は厳しくなる傾向にあり、当社グ

ループの業績は低調な結果となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は３，５２１百万円（前年同四半期比５．４％

減）となり、売上総利益は５８３百万円（前年同四半期比８．８％減）となりました。

　需要の低迷している状況下において、仕入価格の下落分以上の販売価格の引下げを余儀なくされたこ

とに加えて、棚卸資産の評価減を２８百万円計上した影響により、売上総利益率は１６．６％（前年同

四半期は１７．２％）で前年同四半期に比べ０．６ポイント低下いたしました。このため、営業利益は

１０百万円（前年同四半期比８４．０％減）となり、経常損失は３８百万円（前年同四半期は経常利

益３０百万円）、四半期純損失は４７百万円（前年同四半期は四半期純利益１５百万円）となりまし

た。

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ１８６百万円減少し、

５，８２４百万円となりました。これは主に、たな卸資産が１０１百万円、受取手形及び売掛金が８９

百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ１３９百万円減少し、５，０１３百万円となりました。これは主

に、短期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が９９百万円、支払手形及び買掛金が７４百万

円それぞれ減少したことによるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ４７百万円減少し、８１１百万円となりました。これは主に、

当第３四半期連結累計期間において四半期純損失を４７百万円計上したことにより減少したものであ

ります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,090,000同左
名古屋証券取引所  
市場第二部

単元株式数　　1,000株

計 12,090,000同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年10月１日～　　
　　　　　　　　　　
平成24年12月31日

― 12,090 ― 500 ― 125

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載を

しております。

　
① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)  　普
通株式     18,000

― ―

(相互保有株式)  　普
通株式　   13,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,964,00011,964 ―

単元未満株式 普通株式     95,000― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数          12,090,000― ―

総株主の議決権 ― 11,964 ―

(注) 「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、１，０００株含まれております。

また「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)　　　　㈱Ｍ
ＩＥコーポレーション

桑名市大字星川1001番地 18,000― 18,000 0.14

 (相互保有株式)　　　　　　 ㈱
ＭＩＥテクノ

 桑名市大字星川1001番地 13,000― 13,000 0.10

計 ― 31,000― 31,000 0.25

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、かがやき監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 658,729 681,806

受取手形及び売掛金 ※２, ※４
 1,200,149

※２, ※４
 1,110,614

たな卸資産 948,748 847,406

その他 35,748 41,179

貸倒引当金 △3,409 △3,361

流動資産合計 2,839,966 2,677,645

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 383,213 362,423

機械装置及び運搬具（純額） 68,664 59,822

土地 2,484,201 2,484,201

その他（純額） 51,978 46,653

有形固定資産合計 2,988,058 2,953,101

無形固定資産 11,404 5,993

投資その他の資産 ※１
 171,053

※１
 187,950

固定資産合計 3,170,516 3,147,045

繰延資産 811 243

資産合計 6,011,293 5,824,934

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※４
 627,209

※４
 552,249

短期借入金 ※３
 2,721,750

※３
 2,620,400

1年内返済予定の長期借入金 225,601 227,343

1年内償還予定の社債 52,000 66,000

未払法人税等 1,845 10,775

賞与引当金 2,524 6,100

その他 74,741 91,235

流動負債合計 3,705,670 3,574,104

固定負債

社債 253,000 287,000

長期借入金 367,428 323,051

再評価に係る繰延税金負債 667,293 667,293

退職給付引当金 74,904 77,547

その他 84,500 84,477

固定負債合計 1,447,126 1,439,369

負債合計 5,152,796 5,013,473
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 226,400 226,400

利益剰余金 △855,338 △902,767

自己株式 △3,589 △3,662

株主資本合計 △132,527 △180,030

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 146 2,792

土地再評価差額金 960,344 960,344

為替換算調整勘定 2,177 1,720

その他の包括利益累計額合計 962,668 964,857

少数株主持分 28,356 26,633

純資産合計 858,497 811,461

負債純資産合計 6,011,293 5,824,934
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 3,721,804 3,521,769

売上原価 3,081,695 2,937,802

売上総利益 640,108 583,966

販売費及び一般管理費 571,354 572,975

営業利益 68,754 10,990

営業外収益

受取利息 103 109

受取配当金 1,924 2,569

負ののれん償却額 3,639 －

設備賃貸料 6,015 4,870

その他 3,820 2,405

営業外収益合計 15,503 9,955

営業外費用

支払利息 40,510 38,290

手形売却損 7,365 8,043

その他 6,305 13,544

営業外費用合計 54,182 59,878

経常利益又は経常損失（△） 30,075 △38,932

特別利益

リース債務解約益 － 1,703

特別利益合計 － 1,703

特別損失

固定資産除却損 9 1,624

投資有価証券評価損 4,470 1,105

特別損失合計 4,479 2,730

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

25,596 △39,958

法人税、住民税及び事業税 10,736 9,930

法人税等調整額 △248 －

法人税等合計 10,487 9,930

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

15,108 △49,889

少数株主損失（△） △34 △2,460

四半期純利益又は四半期純損失（△） 15,143 △47,429
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

15,108 △49,889

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,488 2,646

為替換算調整勘定 △387 280

その他の包括利益合計 △4,876 2,927

四半期包括利益 10,232 △46,962

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,266 △45,239

少数株主に係る四半期包括利益 △34 △1,722
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【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損益、経常損益及び税金等調整前四半期純損益に与える影響は軽

微であります。

　

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（重要な設備投資）

当社の連結子会社であります㈱ＭＩＥフォワードは、平成24年12月７日開催の取締役会において、設備投資につ

いて下記のとおり決議しております。

（1）設備投資の目的

工場空き地を有効活用すべく検討した結果、道路付けなどの物件立地から太陽光発電システムの導入が最有

効利用と判断し、実施するものであります。なお、当該システムは全量売電方式となります。

（2）設備投資の内容

所在地　     　三重県桑名市

設備の内容　   太陽光発電システム

投資予定総額　 約２０百万円

（3）設備の導入時期

完成予定年月　 平成25年５月

　

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

投資その他の資産 7,900千円 7,900千円

　

※２　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形割引高 899,522千円 875,068千円

受取手形裏書譲渡高 42,280 42,276
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※３　当社グループは、運転資金等の効率的かつ機動的な調達を行うため、取引銀行12行と当座貸越契約を締

結しております。これら契約に基づく当第３四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりで

あります。 

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

当座貸越極度額の総額 2,470,000千円 2,520,000千円

借入実行残高 2,208,500 2,136,000

借入未実行残高 261,500 384,000

　

※４　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 6,868千円 6,518千円

支払手形 23,127 17,298

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間

に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る

減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負ののれん償却額は、次のとおりであ

ります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 54,789千円 49,968千円

負ののれん償却費 　　　　　　　　　　　　△3,639                             ―
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

当社グループは、継手事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額　　　　　１円　２６銭 １株当たり四半期純損失金額(△)　　△３円　９３銭

（注）１　前第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。当第３四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

      ２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失(△)の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失(△) 千円 １５，１４３ △４７，４２９

普通株主に帰属しない金額 千円 ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)

千円 １５，１４３ △４７，４２９

普通株式の期中平均株式数 千株 １２，０６０ １２，０５８

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月14日

株式会社ＭＩＥコーポレーション

取締役会  御中

　

かがやき監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    稲　垣　　靖　　   印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    奥　村　隆　志     印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ＭＩＥコーポレーションの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連
結会計期間（平成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１
日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。 
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＩＥコーポレーション及び連結子
会社の平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適
正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社ＭＩＥコーポレーション(E01466)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	会計方針の変更等
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

